
　　　　

2025 年 2 月 1 日
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言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
いちごは、親株から子どもが伸びて繋がって成長します。私たちは、お子様とご家庭が安心して笑顔で過ごせるように寄り添い、細やかなケアや療育のお手伝いをさせていただきたいと思って
います。子どもたちが、将来生きやすい環境を手に入れるための療育を目指しています。

事業所名 いちごROOM MOE  　　放課後等デイサービス 作成日支援プログラム

・数量、大小、色等の習得、形の大きさ、重さ、色の違い等の様々な概念が習得できるように、個の特性や能力を観察、見極めながら課題の提供を行います。
・視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分活用して、必要な情報を収集して認知機能の発達を促します。
・認知の偏りの特性を把握し、配慮しながら、こだわりや偏食等に対する支援を行います。
・コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防、及び適切行動への対応の支援を行います。

・個の特性に応じた課題を設定し、読み書きの能力向上をはかります。
・指差し、身振り、サイン等を用いて、環境の理解と意思の伝達が出来るように支援します。
・絵カード、各種カード、機器等のコミュニケーション手段を適切に活用し、環境の理解と意志の伝達が円滑に出来るように支援します。
・具体的な物事や体験等、言葉の意味を結びつける事により、体系的な言語の習得、自発的な発声・発語を促す支援をします。
・他者との関りの中で、相互作用を通してコミュニケーション能力の獲得や場面に応じた職員による援助、支援を行います。

・人に対する基本的な信頼感を持ち、他者からの働きかけを受け止め、それに応じることができるように支援します。
・他者の意図や感情を理解して、場におうじた適切な行動ができるように支援します。
・自分の出来る事や苦手な事など、自身の行動の特徴などを理解し、自己を肯定的に捉えられるように支援します。
・遊びや集団活動に参加できる支援をしながら、ルール等、相互理解や相手の存在を認め合い、仲間と繋がれるように支援します。
・自身の感情の気づきや関心を持ち、不安になった時に、大人が相談等（声掛け）することで安心感が得られたり、自分の感情に折り合いをつけたりできるように支援します。

支援方針

安心・安全の環境の基、居心地よく過ごせる場所を提供するとともに、遊びや生活の中で、楽しく取り組むことで、好きなことやできること、得意なことを増していきながら、将来に向けての
選択肢の幅がより広がるようにしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・誕生日会　　　　　　　　　　　　　　・毎月の制作　　　　　　　　　・水遊び（夏休み期間）
・おやつ作り　　　　　　　　　　　　　・食育（祝日、長期休み等）　　・お買い物体験
・フラワーアレンジメント（月１回）　　・お出かけ　　　　　　　　　　・ピアノレッスン
・習字、お抹茶（月１回）　　　　　　　・季節行事（お花見　七夕　流しそうめん　お月見　ハロウィン　クリスマス　節分　ひな祭り等）
・いちごまつり（年１回）

家族支援

・日々の連絡帳の記載や送迎時の会話など随時、情報共有をするとともに、
　必要に応じて面談、助言等を実施します。
・必要とあれば、関係機関へ繋いだりして支援を行います。 移行支援

・学校や関係機関との情報（共有・提供）や担当者会議の実施、包括的
　に支援を行える環境作り、支援します。

地域支援・地域連携

・学校、関係機関との連絡、情報交換を行います。
・自立支援協議会へ参加し、地域の福祉事業者関係機関との連携を図ります。

職員の質の向上

・毎月の職員会義　内部研修（勉強会）
・身体拘束、虐待防止、感染症の勉強、研修
・研修会の参加等実施
・外部研修（インシデント/各研修）

支　援　内　容

・毎日の健康管理と必要な対応を行います。特性等に配慮し、心身の小さなサインに気づけるように見守り、観察を行います。
・身の回り（靴の準備、脱ぎ履き、荷物の整理、管理、提出物等）の子どもに合わせて実施し、習慣出来るようにします。
・基本的な生活リズムを形成、身に付けられるように、また発達段階に応じて、身体各部等を自ら適切に保護する力を育てていけるように支援します。
・生活の中で、様々な遊びや体験の機会が適切に得られるように環境を整えます。

・運動やダンスなど、楽しく体を動かす課題を提供し、身体機能の維持、向上を図ります。
・保有している視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう、遊び等を通して様々な体験や経験を提供し個の発達に応じての支援します。
・日常生活の必要な動作の基本となる姿勢維持や運動機能の観察を行い、必要に応じて個別や集団支援を行い、運動、動作の改善及び習得、筋力の維持、強化をします。
・感覚や認知の特性（感覚過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行います。
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